
新形式の構造物の活用と構造物
の⻑寿命化に向けて
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０.背景
建設業は
これまで 1992年まで 1993〜

2010年 2011年以降

減少

投資額︓増加
従業者数︓増加

投資額:減少
従業者数︓
1997〜減少

投資額︓やや増加
従業者数︓横ばい

出典：国土交通白書2016を加工



０.背景
単位:100万ドル

出典：総務省統計局HP
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1995年以降伸び悩んでいる

０.背景 国の歳出
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防衛関係費 国債費 その他

２０１６年版 国土交通白書を加工
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2015年度を1990年度と比較す

ると、社会保障関係費が大幅
に増加している一方、公共事
業関係費は減少している。



出典：厚生労働省HP

０.背景
社会情勢
は今後 ⼈口減少 少子高齢化 社会資本の

高齢化

新たな社会資本整備に対する
環境は厳しい

1.概要
社会的
要請

社会資本を
より効率的・効果的に整備

性能設計法
の導入

各種構造物の
耐久性向上技術開発

性能設計法が未確⽴の新形式道路構
造物および土構構造物の性能評価技
術および性能向上技術の開発

コンクリートおよび寒冷環境下にお
ける土工構造物の施工時の品質を確
保する技術の開発

コンクリート構造物および鋼橋梁塗
装の耐久性等を評価する技術の開発

成果目標



1.概要
■新形式道路構造物および⼟⼯構造物等の活用

・プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能
に関する検討 ●

・土工構造物の管理⽔準を考慮した性能設計に関す
る検討

■コンクリート構造物，橋梁及び⼟⼯構造物の耐久性向上
技術の開発
・性能規定に対応したコンクリート構造物の施工品

質管理・検査(コンクリート品質評価法) ●

・性能規定に対応したコンクリート構造物の施工品
質管理・検査(材齢初期の凍害を防ぐ養生方法) ●

・凍害の各種劣化形態が複合したコンクリート構造
物の性能評価法の開発

・鋼道路橋塗装の性能評価
・積雪寒冷地における冬期土工の品質確保

２.プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能

2ヒンジアーチ 3ヒンジアーチ

⼤規模地震を受けた際の損傷過程に不明な点が多く，地
震に対する安全性の検証方法(性能評価手法)が不確定

模型供試体による載荷実験により
地震時における損傷過程および終局状態の確認



２.プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能
地震による繰り返しを模した正負交番載荷実験

２
ヒ
ン
ジ
式

３
ヒ
ン
ジ
式

２.プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能
２ヒンジ(終局状況)



２.プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能
３ヒンジ(終局状況)

２.プレキャストアーチカルバートの地震時限界性能

数値解析により，ヒンジ式アーチカルバー
トは従来カルバートと比較し，不同沈下や
偏土圧の影響を受けやすく，入⼒地震波の
ばらつきに伴い応答のばらつきが⼤きいこ
とを確認．

終局状態においてもヒンジの機能が維持さ
れ直ちに破壊に至らないことや損傷位置の
移⾏過程を明らかにした．

研究成果

ヒンジ式アーチカルバートの設計上の留意点
および供用中の性能評価手法を提案した．



充填不良

水和熱による
温度ひび割れ

配筋
不良

乾燥収縮
ひび割れ

変形

圧送
不良

コールドジョイント

３.性能規定に対応したコンクリート構造物の施⼯品質
管理・検査
コンクリート構造物への

要求性能の多様化
施工に起因したコンクリート構

造物の不具合が発生
⺠間企業等からの不具合リスク
の低減や生産性向上を目的とし

た種々の技術提案
改善提案の良否を効率的に評価

することが困難
 出来上がりコンクリートの耐久性を直接的に評価することが困難
 品質管理・検査に関する規定が仕様規定で，省⼒化の判断が困難

性能規定に対応した，
出来上がりコンクリートの品質評価システムと

コンクリートの施工標準が必要

施工上不具合の発生原因の推定

３-１.コンクリートの品質評価

○通常 ×片くずれ

△全崩れ ×顕著な分離
※スランプ18cm程度

の例
※セメント不⾜，砂の

粒度が悪い

※良否が混在 ※計量ミス

Ⅰ スランプ試験中の試料の崩れ方 Ⅱ 簡易ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ試験

従来の土木用コンクリートとスランプが⼤きく異なると
未経験者には良否が判断しにくい

△⽔を入れて
スランプ増⼤

○適切な範囲の
配合

△化学混和剤で
スランプ増⼤

※⽔量が配合に比して多く，時間経過で
分離するものを把握可能

材料分離しやすい
コンクリートを判断

【簡易な評価法の提案】
所要時間︓6〜10時間⇒30分



ビニールシート

水

エポキシ樹脂
塗装（側面）

試料

容器

３-１.コンクリートの品質評価

乾燥状態の異なる試料

簡易な試験条件の調整
(24時間吸⽔，24時間20℃，RH60％で乾燥)

表面吸⽔
試験

かぶりコンクリートの品質評価手法として
表面吸⽔試験を提案

吸⽔量と塩化物イオンの
侵入しやすさ

良
い

←
塩

害
抵

抗
性

→
悪

い

材料・配合に起因する塩害抵
抗性の違いを評価可能

３-１.コンクリートの品質評価

高炉Ｂ
7日以上

普通
5日以上

高炉Ｂ
12日以上

普通
9日以上養

生
期
間

の
標
準

養生に起因する違いについても評価可能

湿潤養生日数が異なるコンクリートの吸⽔量



３-２.材齢初期の凍害を防ぐ養生方法
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寒冷期施工時における材齢初期の凍害を防止するための
養生方法を提案

塗りつぶし︓湿潤養生後の含⽔率が高い状態で凍結融解試験を実施
白抜き ︓湿潤養生後に含⽔率を下げてから凍結融解試験を実施

養生終了後すぐに厳しい凍・塩害環境下に曝される場合，
湿潤養生を⼗分に⾏った後，コンクリートの含⽔率を低

下させてから開放することを提案
【養生方法選定フロー(案)】

４.終わりに
新設構造物について、基準が未設定の代表的な構造の耐震

性能の評価し、留意事項を明確化

また、構造物の⻑寿命化には必須である施⼯時の品質を確
保する技術やそれを確認する技術を開発

研究成果は、技術基準類に反映され、広く活用されること
を期待

研究成果のフォローアップを⾏い、⼀層のブラシアップ

社会の求めるサービスを提供するためには、インフラも時
代に合わせてリニューアル(更新）することが必要

今期の中⻑期計画では、今後増加する既存構造物の社会の
さまざまなニーズに適合する更新に必要な技術についてプ
ログラム研究として取り組む



ご清聴ありがと
うございました
ローマンコンクリートで建設された
パンテオンは、1900年経っても健在︕


